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平成21年 教育委員会第１０回定例会 会議録 

  日 時  平成２１年６月９日（火）   午後３時００分～午後３時５２分 

  場 所  教育委員会室 

 

議事日程 

第 １ 報告 

【こども総務課】 

（１）教育事務に関する議案に係る意見聴取 

    （２）平成21年 第２回区議会定例会報告 

    【育成・指導課】 

    （１）教科書採択日程（中学校・中等教育学校・特別支援学級） 

    （２）情報モラル教育 

    【こども施設課】 

    （１）教育委員会所管施設 整備スケジュール 

    【児童・家庭支援センター】 

    （１）千代田区訪問型一時保育事業の実施 

第 ２ その他 

【こども総務課】 

（１）第６回定例会会議録(4月14日開会分）ホームページ掲載について 

    （２）こども・教育部 組織目標管理シートのホームページ掲載について 

 

 出席委員 （４名） 

教育委員長 市川 正 

教育委員長職務代理者 堀口 雅子 

教育委員 福澤 武 

教育長職務代理者 島崎 友四郎 

                  

 出席職員 （７名） 

 特命担当部長（次世代育成担当） 立川 資久 

 こども総務課長 峯岸 邦夫 

 副参事(特命担当) 門口 昌史 

 育成・指導課長 坂  光司 

 こども支援課長 関  成雄 

 こども施設課長 佐藤 尚久 

 児童･家庭支援センター所長 吉野 紀子 

欠席職員 （１名） 

 参事（こども健康担当） 大井  照 
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書記 (２名) 

 総務係長 小宮 三雄 

 総務係員 成畑 晴代 

 

市川委員長 

 

 

それでは、ただいまから平成21年教育委員会第10回定例会を開会します。 

本日、公務の都合で大井参事は欠席です。 

今回の署名委員は、堀口委員にお願いいたします。 

 

◎日程第１ 報告 

こども総務課 

     （１）教育事務に関する議案に係る意見聴取 

     （２）平成21年 第２回区議会定例会報告 

育成・指導課 

（１）教科書採択日程（中学校・中等教育学校・特別支援学級） 

     （２）情報モラル教育 

こども施設課 

     （１）教育委員会所管施設 整備スケジュール 

児童・家庭支援センター 

（１）千代田区訪問型一時保育事業の実施 

 

市川委員長 

 

 

 それでは、日程第１、報告に入ります。 

 本日、報告が６件ございます。 

 初めに、こども総務課長より報告をお願いします。 

こども総務課長  それでは、「教育事務に関する議案に係る意見聴取」ということで、５月

26日、当委員会でご議決いただきました、幼稚園教育職員の６月の期末手当

及び勤勉手当を0.2カ月凍結するという議決につきまして、区長から意見聴

取がございましたので、下記の議案について、「当委員会では異議ありませ

ん」というご回答をしたところであります。本日は、事後報告ということで

ご了承いただきたいと思います。 

市川委員長 

 

 はい。それでは、ただいま説明がございました。 

 何かございますか。 

 （了 承） 

市川委員長 

 

 よろしいですね。 

 それでは、次に移りたいと思います。 

 次は、「平成21年 第２回区議会定例会報告」ですね。お願いします。 

こども総務課長  ６月５日から議会が始まっておりまして、６月19日に最終日を迎える予定

でおります。６月５日の区長招集挨拶を参考資料に供しておりますのと、今

回、この木・金に開催されます代表質問・一般質問の総括表を添付させてい

ただきました。網掛けの部分につきましては、こども・教育部の所管のとこ

ろの質問であります。 
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 また、次回の６月後半の教育委員会には、これに対します答弁につきまし

て掲載資料を用意する予定でおります。特に、この中で４ページでございま

すけども、寺沢議員から、「教育長、保護者教育委員の不在について」とい

うことで「現在の状況と見通し」の質問が出ておりますので、これについて

は今週の金曜日に区長から答弁があろうかと存じます。 

 説明は以上でございます。 

市川委員長  何かご発言がございましたらどうぞ。 

教育長職務代理者  区長招集挨拶の中では、教育委員会からは、今回、麹町中学校の整備につ

いてということでさせていただいています。 

市川委員長  よろしゅうございますか。 

 （了 承） 

市川委員長  それでは、次に移りたいと思います。 

 次は、育成・指導課からですね。教科書採択日程について、説明をお願い

します。 

育成・指導課長  これまで、九段中等教育学校の後期課程で使用する教科書採択の基本方針

に係るご審議や教科書展示会の開催に関する報告の中で、既に今年度の教科

書採択の予定についてお示しし、お伝えしたところですが、本日、改めて採

択の日程を整理した資料に基づきまして報告させていただきます。 

 別紙資料の表にありますように、本日から教科書展示会を千代田図書館で

開始しております。この展示会を経まして、７月下旬の教育委員会におい

て、中学校と中等教育学校の前期課程の調査研究資料並びに特別支援学級と

中等教育学校の後期課程の選定結果等を報告させていただきまして、ご審議

をお願いいたします。 

 最終的には、８月下旬の定例教育委員会で、22年度・23年度に使う中学

校・中等教育学校前期課程の教科用図書と、22年度に使用する特別支援学級

の教科書及び22年度に使います中等教育学校の後期課程の教科書の採択をお

願いすることになります。 

 なお、中学校の採択に関してでございますが、使用する予定の教科書のう

ち、社会科の歴史分野について、本年度、新たに１社が検定を通りました。

この検定本については調査研究を行います。それ以外の教科書については、

学習指導要領の改訂に伴いまして、教科書会社は、平成24年度、教科書の全

面改訂を控えているものですから、全社とも教科書の内容を全く変えており

ません。このことから、新規検定本以外につきましては、前回の採択の際に

調査研究しました資料、それから選定委員会の資料を活用して採択を行って

いただくことを昨年度末の教育委員会でご了解いただいておりますので、そ

れにのっとって進めさせていただきたいと存じます。よろしくお願いいたし

ます。 

 以上です。 

市川委員長  何かございますか。 

福 澤 委 員  いいんじゃないですか。 
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市川委員長  よろしゅうございますか。 

 （了 承） 

市川委員長  それでは、次に移りたいと思いますが。次は、情報モラル教育ですか。 

育成・指導課長  続きまして、育成・指導課から報告いたします。 

 お手元のＡ３の「情報モラル教育について」という資料をご覧いただけれ

ばと思います。 

 教育広報の「かけはし」86号に、委員長に教育随想をお書きいただいたわ

けですが、その中で携帯電話をめぐるトラブル等について注意喚起、問題提

起をしていただき、意識づけをしていただいたところです。 

 本区の情報モラル教育の状況ということで、今日、簡単な資料ですがまと

めさせていただきましたので、また、ご意見ですとかご助言をいただければ

と思っております。 

 簡単に説明させていただきます。左上に「実態」という枠囲みがございま

す。ダイヤ型のマークが４つありますけども、上から２番目が市川委員長が

教育随想の冒頭にお示しいただいている、携帯電話を使用してトラブルに巻

き込まれたことが「特にない」ということが、小学校６年では62％、中学校

２年生では28％、逆にとらえると、小学校６年生では約３割、中学校２年生

では約７割がトラブルに遭遇している可能性があるという状況が１つありま

す。 

 一番上は携帯電話の保有率なのですが、文部科学省や都では、小学校、学

年に多少ずれがありますけれども、このような数値が出ておりますが、本区

の小学生については、小学校４年から６年では50％の子どもが持っている。

中学生については76％の子どもが持っているという状況でございます。 

 ３番目に、携帯電話の家庭でのルールをしっかり定めましょうということ

がありますけれども、意識の差がここにあらわれているのかなと思われると

ころです。家庭でのルールを「特に決めていない」というように答えている

小学校の保護者は11％いるのですが、子どものほうは19％。20％近くが、

「うちにはルールがない」という認識を示している。中学校２年生も、親は

12％が「特に決めていない」と答えていますが、子どものほうは30％近くが

「うちにはルールがない」という、そういう認識のずれがあります。 

 また、「学校裏サイトの認知」という部分では、子どもたち、保護者は、

比較的近い数値になっているのですが、「見たことも聞いたこともない」と

いう子どもが３割程度であるのに対し、教員のほうは半分以上が、「見たこ

とも聞いたこともない」という状況もございます。 

 右側の「課題」と「教育委員会・警察等」の枠囲みの間に、「＜文科省・

都教委＞→本区も同対応」と示してありますが、これは、委員長にも触れて

いただいた、携帯電話を持たせない、持ち込まさせないという禁止・規制

の、国からあるいは都からの要請・通知ということで、本区も協力して配布

をしたわけですけれども、基本的には、禁止・規制の指導ではなくて、子ど

もの内面に自律的な心を持たせることのほうが大事であろうということで、
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非常に大ざっぱに４つにグループ分けしましたけれども、こんな形で、今、

学校のほうでは取り組んでいます。 

 右側の２つは、主に、子どもたちへの直接指導ということでございます。

技術・家庭の時間ですとか学級指導の時間ですとかあるいは総合的な学習の

時間を使って、教育ソフトを使って、この情報モラルに関する学習を進めた

り、あるいは、専門家を呼んで、この内容について学習をするというような

事項になっています。 

 一方、左側は、「保護者への働きかけ」ということで、「セーフティ教

室」、これは、本来、不審者対応や薬物乱用防止のことについて、地域ある

いは保護者に参加していただいて勉強し、意見交換するというものですが、

この中でも、最近では、携帯やインターネットの光と影の部分について取り

上げております。 

 また、「親子で学ぶ情報モラル教室」ということで、学校公開日等に設定

をして、実施しているところです。 

 右の一番上に、「課題」が示されています。大きな部分では２点になるか

と思います。保護者への働きかけが重要であろうということで、セーフティ

教室や親子で学ぶ情報モラルなどを実施しているんですが、なかなか参加者

を増やすことができずにいるというのが大きな課題の１つです。 

 それから、地域や専門家との連携で、非常に色々な立場の方、警察あるい

は専門の企業を含めた方々にご協力いただいて展開しています。経費削減

等、比較的費用がかからないような人材を有効活用して取り組んでいます

が、ちょっとマンネリ化してきているのが課題かと思われるところです。 

 非常に駆け足で、雑駁な報告でありますけれども、概要をお伝えさせてい

ただきました。 

 ご助言、ご意見をいただけましたら、ありがたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

市川委員長  何かご発言は。どうぞ。 

堀 口 委 員  左の括弧の中の「保護者」とありますけれども、保護者というのは父です

か、母ですか、区別しないで保護者となっているのか。多くは母じゃないか

と思うんだけども。そのあたりにニュアンスの差があって、父親は無関心な

のかなとか、そういう差が出ると良い資料というか、参考になると。 

育成・指導課長  はい。特定して調査はしていませんので、お父さんかお母さんのいずれ

か、あるいは……。 

堀 口 委 員  どっちが多いと思いますか。母親が多いですか。 

育成・指導課長  母親が多いと思います。 

堀 口 委 員  そこで父親が無関心だということが出ても本当はいけないわけだから、そ

の辺がわかるといいかなという気がするんですが。 

育成・指導課長  調査対象として、性別は分類していません。ここでは一括で調査している

ので、詳しくはお答えできません。 

堀 口 委 員  随分違うんじゃないかな。 
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育成・指導課長  はい。 

堀 口 委 員  それから、やっぱり自立したお母さんほど余り構わないで、安心して任せ

るという意味での、「特に決めていない」というような表現をする可能性も

あるかなという気がする。子どもたちの自主性に任せて、ちゃんとうちの子

は大丈夫だというような、そんなような感じがちょっとしますので。 

 それから、「親子で学ぶ情報モラル教室」というのは、割と――私はどう

しても男女差で話しちゃうんですけども、男性の講師のほうが多いですか。 

育成・指導課長  講師ですか。 

堀 口 委 員  うん。 

育成・指導課長  はい。講師は男性が多くなっています。 

堀 口 委 員  女性でも、ここら辺はしっかりとやっている方はいらっしゃると思います

が、また、ちょっと見地が違うかなと。 

育成・指導課長  講師をお願いするときに、性別で特に指定をしてお願いをしておりません

で、先方に性別はお任せしています。 

堀 口 委 員  そうすると、やっぱり男性のほうが多い。だけど、女性でそういうところ

に非常に関心を持って、上手に話せる人がいるかなという気がしたものです

から。 

育成・指導課長  はい。 

福 澤 委 員  この情報モラルとは、例えば、どんなことを子どもたちに教えているんで

すか。 

育成・指導課長  いわゆる光と影の部分で、影に当たるわけですけれども、例えば、「危険

性」のところに示してあります、掲示板等へ誹謗中傷などのいじめにつなが

るような記載はやめようとか、あるいは、プライバシーを侵害するような情

報のやりとりはやめましょうとか、そういうようなガイドライン、考え方、

気持ちの持ち方を指導しています。 

福 澤 委 員  それは、このごろ携帯なんかをみんな持つようになっているから、そこで

マナーを教えるというのは当然だけど、こんなことは、何も携帯にかかわら

ず、基本的な問題ですよね。だから、学校の授業の中で、色々な機会をとら

えて、こういうことを教えていかなきゃいけない、そう思いますね。 

市川委員長  ほかにいかがですか。 

堀 口 委 員  ここの左の上の一番下の、「学校裏サイトの認知」というところで、児

童・生徒が31.1％で、教員が54.5％で、私はよくわからないんですが、裏サ

イトというのはエッチな話ですか。 

育成・指導課長  エッチな話は有害情報というくくりをしているんですが、学校裏サイトと

いうのは、特定の学校で書き込みができるようなホームページを作って、そ

こに……。 

堀 口 委 員  学校での。 

育成・指導課長  学校関係者ですね。 

堀 口 委 員  関係者。 

育成・指導課長  学校が公に認めたホームページではないのですけれども、そういったもの
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を立ち上げて、匿名でどんどん書き込めるようなものです。 

堀 口 委 員  それぞれの学校じゃなくて、もっと広い意味の学校ですか。 

育成・指導課長  いえ、特定の学校です。 

堀 口 委 員  麹町なら麹町、番町なら番町。そこの。 

育成・指導課長  はい。非常に非公式な部分ですね。 

堀 口 委 員  はい。そこで、裏サイトの認知が、教員が「見たことも聞いたこともな

い」54.5％というのはなぜですか。関心がないということですか。 

育成・指導課長  そういった裏サイトなどを開設するには、会員でないとそこにアクセスで

きない、一般の方では見られないような状況があります。ですから、学校で

それを見ようと思っても、なかなか、学校のコンピューターからはつながら

ないような状況があります。特定のものと契約して、そこに書き込んだり、

見られたりということがありますから、教員が簡単に見るということも難し

い状況です。 

堀 口 委 員  見ようと思えば、手続をすれば見られるわけですね。そうすると、子ども

たちはどんなことをやりとりしているかというのを知らないというんじゃ済

まないということではないんですか。ただ、それ……。 

市川委員長  いいですか。僕もそんなに詳しいわけじゃないんですけれども、実際に覗

いてみると、そういうサイトがあること自体が、なかなか掴めないんですよ

ね。子どもたちは知っているんです。サイトのアドレスを、口コミで子ども

たちは知っているんだけど、なかなか、親が見るチャンスもないし、先生も

見るチャンスがない。 

 それで、書かれている内容を、たまたま僕が見ていたのは、稲城のほうの

中学校のものなんですが、先輩というか卒業生とか、今、在学している子ど

もたちのもあるわけですけれども、先生の指導の仕方の悪口を書いたり、そ

れから、友達の誰それは今何をやっているんだ、みたいな、そういうような

話とか。その辺で留まっていればいいんでしょうけれども、だれそれはうざ

い、とか、死んでもらいたい、みたいなことが書いてあったりとか。なかな

か、うちの学校の裏サイトがあるのかどうなのかというのが掴みづらいです

ね。なかなか、一網打尽に明らかになるということがないものですから、教

員はかなり神経質に、色々なものがあるのかないのか見ているんでしょうけ

れども。そういう実態があるようですね。 

 したがって、ですから保護者が見たこともないし、一体裏サイトとは何な

のだろうかということすらよくわからない、そういう実態があるんでして。

ただ、かなりそういうことで、子どもたちの間では、そこでやりとりをする

とかということがあるようですね。 

堀 口 委 員  ありがとうございました。 

市川委員長  というようなことですかね。 

堀 口 委 員  諸悪の根源。 

市川委員長  うん。まあ、色々あるんじゃないでしょうかね。 

 それから、その裏サイトとは別に、ネットの中に色々な掲示板というのが
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あるんですけれども、そこにプロフといって、自分のプロフィールを載せる

わけですね。載せる子供たちは、自分と同じ趣味とか、こういうものに興味

がある人は、私にメールを下さいよみたいなつもりでやるんですけれども、

それを悪い大人たちが悪用して、色々なことをやったり、いじめにつながっ

たりと。これも実際見てみると、たわいもないものが多いんですけれども

ね。悪用しようとなると、悪用しやすいですね。ですから、そんなものに、

何も自分がメールを送って、自分のプロフィールを載せてもらう必要もない

んでしょうけれども。やっぱり、そういうことを知らないと、良いことしか

考えませんものですからね。こういう趣味の人とメール友達になりたい、メ

ル友になりたいみたいなことでアプローチすることが多いようですね。 

堀 口 委 員  いいですか。私の臨床の場にも、結局、それで夜遅くまで寝ないで、そし

て、健康を害している、月経不順とかそんなのとか、心身的な問題の人が結

構いるので。本当に夜中までやっていますね。 

市川委員長  何かで興味が出ると、メールをやりとりをしている人たちというのは、な

かなか自分のほうから切れないんですよね。「さよなら」「おやすみなさ

い」「今日はこれまで」みたいなメールを打ちにくかったりするものですか

ら。真夜中までついついやってしまうみたいなこともあるんでしょうが。 

教育長職務代理者  この「実態」のところの３番目の、保護者と児童・生徒の間での意識差が

あるというのが、やはり問題だと思います。かなりの保護者は、自分の家で

は、ルールを決めていると思っていても、子どもたちの多くは、そんなこと

ないよ、と言っている。やはり家庭の中でこういった問題をきちんと話し合

う、要するに、子どもたちが加害者になることもあるし、いつの間にか被害

者になることもある。そういうことについての親子の意識差があるというこ

とが問題で、「ああしなさい」「こうしなさい」と言うよりも、こういうデ

ータを保護者の方に率直に示す、あるいは、裏サイトについてのデータを示

す。それで、保護者の方にこういったデータをもとに考えてもらって、親子

で話し合ってもらったりとか、そういう働きかけをしていくことがやはり大

事なのかなと思います。「こうすべきだ」「ああすべきだ」ということも大

事なのだけれども、意外と親子で意識が違ったり、親がわかっているつもり

でも子どものことを全然わかっていなかったり、いつの間にか子どもが加害

者になっていたり、被害者になっていたり、そういうことがありますよとい

うことを、こういう資料をもとに知らしめていく。そして、考えてもらうと

いうようなことが大事なのかなと思います。 

堀 口 委 員  もう一つ、費用なんですけど、携帯というのはお金がかかるわけですね、

一月幾らと。それは親が払っているわけですね。それがどれぐらいとかっ

て、親が、ええっ、と言うような、そういうのはここでは出てこないです

ね。 

市川委員長  もう大分前なんですけれども、ＮＨＫで、実はそういう違法な料金を請求

されたということがニュース番組で出ていたんですけれども、それは子ども

たちに請求するもんですから、子どもたちが内緒で払えるような、3,000円
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とか2,000円とかと、そういう金額らしいんですね。そのぐらいだと、親に

言わないで自分たちが払ってしまうと。それは、要するに、携帯の料金じゃ

なくて、こういうことをしたんだから、あなた、これだけ払いなさい、とい

うような中身なんですけれども、そういうようなことで、チェーンメールみ

たいに、すぐに同じようなメールをたくさんの子どもたちに送って、2,000

円、3,000円でも、数があれば大層な金額になるわけなんで。ですから、直

接、電話のＱ２みたいに、べらぼうな値段を親が請求されればわかるんでし

ょうけれども、そういう仕組みじゃないものもあるようですね。 

堀 口 委 員  ありがとうございました。 

福 澤 委 員  しかし、親が小遣いを、ある程度チェックしていないと。 

 これは、もう大分昔、30年ぐらい前、もうちょっと前かな、ベトナム戦

争の後なんですけど、アメリカのベトナム帰りの兵隊が麻薬を持ち込んだ

わけですよね。ニューヨークなんていうのは、もう麻薬の売買がそこらじ

ゅうで、特に、公衆トイレのあたりで中学生なんかをつかまえて売ったり

なんかやるのがかなり流行っていた。そうすると、向こうの親は、小遣い

を週の初めに渡すんだそうですよ。渡して、週の途中で、木曜ぐらいにな

ったら、今、小遣いは幾ら残っているの、とチェックすると。それが余り

残っていないようだと、麻薬を買ったんじゃないかという。そのぐらい調

べてやっているという話を聞きましたね。 

 だから、こういう携帯なんかでも、3,000円ぐらいだからというので放置

しておくと、こういう問題が起こっていくんじゃないですかね。何かやっ

ぱり、親がしっかりしなくちゃだめだよね。 

市川委員長  それじゃ、よろしゅうございますか、この件につきましては。 

 （了 承） 

市川委員長  それでは、今度はこども施設課ですか。「教育委員会所管施設 整備ス

ケジュール」について、説明をお願いします。 

こども施設課長  横表の色刷りのものでございます。「教育委員会所管施設 整備スケジ

ュール」という資料に基づきまして説明させていただきます。 

 表の見方ですけれども、表頭、左から年度の流れで、下段は施設名にな

っております。凡例、下にございますけれども、水色の部分は仮校園舎の

期間、黄色のところは工事の期間、赤いところは新校園舎というふうに表

にしてございます。一番上の麹町保育園から４段目の麹町中学校までは私

から、一番下の九段中等教育学校についてはこども総務課長から説明いた

します。 

 まず、一番上の麹町保育園ですけれども、区の土木事務所の三番町分室

跡地、ここに仮園舎を建築いたしまして、20年５月から移転しておりま

す。現在までの間、この仮園舎で保育を実施しているところでございま

す。新園舎の工事及び移転時期につきましては、保育園の運営方法等を、

保護者の方々と、今、協議会の設置などにつきまして折衝中でございます

ので、現在のところは未定というように表記してあります。 
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 次に、２段目の神田保育園でございます。現在の園舎の場所が、淡路町

二丁目西部地区第一種市街地再開発事業の施工区域になっております関係

で、再開発組合の施工で新園舎を建築することとなっております。その

際、建築期間中には、そこを立ち退く必要がありますので、新仮園舎を旧

神田消防署跡地に建設中でございます。この建設につきましても、保育園

機能を保障するということで、土地は千代田区が購入した神田消防署跡地

ですが、建物の施工は組合が行っております。スケジュール的には、仮園

舎の竣工は今年の８月を予定しておりまして、保護者の方々との協議が整

えば、できれば、９月下旬に４連休がありますので、そこで新仮園舎に引

っ越しできればというように考えております。また、新園舎につきまして

は、今後、保護者協議等を経まして、今年の10月ぐらいから実施設計に入

りたいと考えております。その後、再開発事業の進捗に合わせまして、23

年度の後半から工事に入りまして、24年10月ごろには竣工したいと、その

辺を目途として、今進めておるところでございます。 

 ３段目、（仮称）富士見こども施設でございます。20年９月に着工いた

しました工事も、おかげさまで着々と進捗している状況です。今のところ

は、22年１月の竣工、４月の供用開始の予定で進んでおります。前回の教

育委員会でも報告させていただきましたが、現在は、地域の方々や子ども

たちから施設全体の愛称を募集しているところでございます。この施設

は、小学校・幼稚園の改築に際しまして、０歳から18歳未満を対象としま

した、総合こども施設として整備しております。小学校・こども園・児童

健全育成機能が入りまして、それら施設を一体的に運用していく予定でご

ざいます。また、整備手法はＰＦＩ手法によって進められておりますけれ

ども、整備だけでなく、竣工後の維持管理も、22年度から36年度までの15

年間にわたり、ＰＦＩ事業者のほうのＳＰＣ、特別目的会社が行っていく

ことになっております。今年度は最終年次ということで、細かな調整、特

にソフト面が多いのですけれども、事業者との調整が多々出てきておりま

す。しかしながら、こども園の設立等、既存以外の部分もございますの

で、各施設とも来年の４月にはきちんとオープンできるよう、遺漏のない

ように進めていきたいと考えております。 

 次に、麹町中学校です。前回の教育委員会で改築工事の基本設計につい

て報告させていただきました。スケジュール的には、今、開会中の区議会

の定例会のほうで基本設計について報告いたしました後、実施設計に入り

まして、今年度の年度末には着工の手はずを整えまして、最終的には、24

年１月竣工、24年４月の供用開始を目指して進めていきたいと思います。 

 なお、旧校舎につきましては、体育館のある６号館を除きまして、来月

７月から年内一杯にかけて解体工事を行っていく予定でございます。 

 麹町中までは、以上です。 

こども総務課長 

 

 それでは、九段中等教育学校の箇所については、私からご説明させていた

だきます。 
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 20年３月に都立九段高校の移譲を東京都から受けまして、20年度につきま

しては、老朽度調査また省エネ診断等、各種調査を実施しました。10月にそ

の結果が出たわけですが、老朽化が進んでいるという調査結果が出ておりま

す。21年度の調査検討でありますけども、九段中等教育学校におきまして、

発達障害支援体制の検討ということで、この６月まで検討予定ということで

ございます。その検討内容をもとに、改修の基本設計・実施設計に反映して

いくということでありましたが、急遽、仮校舎をどこにするか、グラウンド

にするとか、それと、プレハブ校舎の工事等の要望が出ておりますので、実

際に工事内容、実施時期等は未定というようにさせていただきました。この

後、もう少し詳細につきまして、別途、機会を設けてご説明させていただく

予定でおります。 

 説明は以上でございます。 

市川委員長  何かご質問等はございますでしょうか。 

堀 口 委 員  何か、全部一度に、あっちもこっちもとなったのは、これは何かやっぱ

り、老朽化と関係があるんですか。 

こども施設課長  富士見こども施設、小学校・幼稚園、あと、麹町中学校は老朽化しまし

て、教育環境も劣化しており、耐震性・安全性の問題等々ありまして、建替

えの時期が来ております。 

 神田保育園につきましては、市街地再開発もありまして、それに合わせて

ということで整備となっております。 

 麹町保育園も、やはり老朽化が激しいということで、建替えの時期に来て

いるので、今……。 

堀 口 委 員  時代の要求もあって。 

こども施設課長  ええ、重なっております。 

堀 口 委 員  はい。 

市川委員長  よろしゅうございますか。 

 （了 承） 

市川委員長  それでは、次に移りたいと思います。 

 次は、児童・家庭支援センターから、千代田区訪問型一時保育事業の実施

ということで、説明をお願いします。 

児童・家庭支援センター所長  お手元、縦書きの裏表のものと、参考までに横書きの比較表とをつけてお

ります。 

 千代田区訪問型一時保育事業でございますが、区では、「地域の子育て力

の向上」をめざすということで、ＮＰＯ法人の「あい・ぽーとステーショ

ン」と協働で、18年度から養成講座を実施してきております。昨年度、個別

保育が可能な、かなり力量が高いと認定のできる２級認定支援者が十数名誕

生いたしました。このことによって、訪問型のマンツーマンの保育が実施可

能になりましたので、新たな施策として、従来の集団型の保育の保育補助者

としての活動にプラスして、訪問型でも行うというものでございます。 

 今までも、ファミリーサポートセンターなど、類似事業がないわけではな
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かったのですけれども、新生児は対象にならないとか、宿泊を伴うようなケ

ースが出てきた場合に対応できないとか、条件が合わずにお応えできなかっ

た部分についても、できるだけ柔軟に対応していこうというものでございま

す。 

 目的や事業の実施のところはちょっと略しまして、その先に事業内容がご

ざいますのでご覧ください。 

 保育の内容は、子どもの一時預かりですが、病後児保育や新生児保育、そ

れからその他色々な育児支援について対応できるというものです。 

 その次に、年齢ですが、生後７日以降、小学校３年生までを対象にいたし

ます。 

 それから、活動日時ですが、１時間単位で保育を行いますが、お休みなし

の通年実施、希望があればいつでもお受けします。 

 利用会員は、会員制になっておりますが、会員になる入会手続そのものは

無料で、区民でこの対象年齢のお子さんをお持ちの方なら、登録をしてくだ

さればご利用いただけます。 

 それから、支援するほうは、先ほど申しましたが、認定支援者としてかな

りの力量がある方ということで、今のところ、14名の認定支援者がおります

し、協力関係を結んでいる港区にも沢山の支援者がいますので、そちらの支

援会員にお手伝いいただく場合も時にはあるというような状況です。 

 裏面の利用料金は実際に利用するのにどれぐらいかかるかという料金表で

す。幾つかのケースごとに、少しずつ違っておりますが、このような設定

で、実際に利用会員の方がお支払いになった料金は、そっくり支援会員のと

ころに行くという仕組みでございます。「あい・ぽーとステーション」は、

その間を取り次ぐ事務局機能を担いますけれども、そこに対して事務局経費

を区が補助いたします。 

 周知等については、４月・７月の区のお知らせに載せて、会員の登録をし

ていただくように説明しているところでございます。 

 次のＡ４横の表ですが、比較的似たようなサービスが幾つかありますの

で、その違いがわかるように、今回の訪問型保育、従来からのファミリーサ

ポートセンター、社会福祉協議会の「ふたばサービス」、それから、これは

全く補助はないですが、民間のベビーシッター会社、これらのサービス内

容、料金等を比較した表を付けさせていただいております。後で、ご参考に

していただけたらと思います。 

 ご説明は以上です。 

市川委員長  はい。 

 どうぞ。 

堀 口 委 員  利用者の利用方法ですけど、特に変な時間帯などで、緊急でお願いするこ

とがあるわけですね。急に自分が仕事で呼ばれて、誰もいないからお願いす

るとか、あるいは、仕事で出かけようと思ったら、子どもが熱を出しちゃっ

たけど休めないからと。そういうような緊急のときの対応は、どの程度可能
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なんですか。 

児童・家庭支援センター所長  お子さんが元気なときに、事前の会員登録をしてあるということが、ま

ず、前提ですが……。 

堀 口 委 員  そうしたら、もう、緊急の……。 

児童・家庭支援センター所長  そうですね。できれば、早目にお知らせいただくのが良いんですけれど

も、どうしてもというような場合は、可能な限り探して、うまく支援者が見

つかれば対応します。 

堀 口 委 員  探すというのは、ここで言えば……。 

児童・家庭支援センター所長  支援会員の中で、ご都合を調整するということです。 

堀 口 委 員  ええ。相談するのは、あい・ぽーとステーション。 

児童・家庭支援センター所長  事務局がやるということです。ですから、お電話を一本いただければ、そ

ういう、可能か可能でないかを含めてご相談に乗ります。 

堀 口 委 員  あい・ぽーとステーションの電話番号へということですね。 

児童・家庭支援センター所長  はい、そういうことです。 

堀 口 委 員  今までやっていて、そういう緊急度で困ったということは。 

児童・家庭支援センター所長  これから始める事業ですので、まだ、この事業としてはないのですが、フ

ァミリーサポートセンターで実施している類似の事業では、どうしてもお断

りせざるを得ない場合もたまにはありますが、ほぼ９割ぐらいはお応えでき

ています。 

堀 口 委 員  随分喜ばれているでしょうね。 

児童・家庭支援センター所長  そうですね。 

福 澤 委 員  これは登録をしておくわけですか。 

児童・家庭支援センター所長  はい。事前にお子さんの様子などがわかっていないと、いざというときに

どうして良いか、お母さんがいないわけですから。在宅なら聞けるのですけ

れども、お母さんがお出かけになったところをお世話するということが多い

ですから、事前にかなり細かく、そのお子さんの癖とか、アレルギーがある

とか、１時間ぐらいかけて聞いて登録をしておいていただいて、そのカード

を参考にして保育に当たるということになります。 

福 澤 委 員  はい。 

堀 口 委 員  それで、そのＰＲが広報の４月５日号とか、それから７月５日号。 

児童・家庭支援センター所長  そうです。毎月１回、今、登録説明会というのをやっていまして、その時

に来ていただいて、そこで具体的に色々伺いながら、登録をしていただくよ

うにしています。 

堀 口 委 員  それで、一番何が心配ですか、計画を立てる側としては。 

児童・家庭支援センター所長  やはり支援者の数というのでしょうか、支援できる方を育てていかないこ

とには、利用する方は、一杯これから出てくると思うんですけども、支援者

のご都合というのがありますから、やはり受け皿を増やす必要があるなと思

っています。かといって、千代田区民の方がほぼ半分、それから、近隣の区

の方もいますが、千代田区で働くという約束で講座を受講していただくんで

すが、講座を開いても、一杯になるほどには集まらないので、まず、そこ
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の、人を養成するところをもっと充実させたいというのが、今一番の願いで

すね。 

堀 口 委 員  そうすると、教育の場所というのは、いわゆる、実際にやっているところ

の場所をちょっと借りてやるとか。そのほうが実際的なのではないか。 

児童・家庭支援センター所長  教育というのは保育ですか。 

堀 口 委 員  その保育所やなんか。 

児童・家庭支援センター所長  講座のほうの、養成講座ですか。これは区役所の会議室を使っています。 

堀 口 委 員  だから、そこだと、ちょっと事務的な感じだから、もっと魅力あるところ

で。 

児童・家庭支援センター所長  講座は、講義と実習と両方セットなんですね。実習は保育園に行ったり、

児童館に行ったり、施設の見学をしたり、そういうことは全部織り込まれて

いるカリキュラムですので、結構、分量は多いんですね。１週間に１回ずつ

で、10日間講義と実習をやりますので、そういう意味では、ちょっとつらい

かもしれない。勉強する量が多いということですね。それから、休んだらだ

めよということで、結構厳しく、大学の学生さんより、かなり厳しくなって

います。 

堀 口 委 員  年齢層はどれぐらいの方が。 

児童・家庭支援センター所長  やはり一番中心になるのが、40代、50代の方ですね。若い方も、時々いら

っしゃいますけども。60代とか70代の方もおいでですが、もうついていけな

いわということでお辞めになる方も、きっとこれから出ていらっしゃると思

うので。 

堀 口 委 員  気持ちはわかりますね。 

児童・家庭支援センター所長  ええ、そうなんですよね。そういう意味では、ちゃんと着実に次を養成し

ていかなければいけないのかなとは思います。 

堀 口 委 員  他の区で実際にやっているのは、港区ですか。 

児童・家庭支援センター所長  ええ。今、先行というんでしょうか、同じようにやっているのは港区で

す。 

堀 口 委 員  何とか、充実してほしいなと思います。 

市川委員長  よろしゅうございますか。 

 （了 承） 

 

◎日程第２ その他 

 

市川委員長  それでは、その他の報告事項に入りたいと思いますが、各課長から何かご

ざいましたら、報告願います。 

こども総務課長  資料はないのですが、４月14日の教育委員会の会議録、議事録につきまし

て、やっと５月29日に区のホームページに掲載ができました。初回というこ

ともありまして、ちょっと慎重に進めたわけですけども、今後は、その会議

があってすぐ公開できるように、手続のほうを簡素化し、進めてまいりたい

と思っております。 
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 それから、今日、資料をお付けしておりますけども、千代田区の組織目標

管理につきましても、次のページにございますように、こども・教育部の組

織目標管理ということでシートがホームページで公開されておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 私からは以上でございます。 

市川委員長  よろしゅうございましょうか。 

 他の課長さんからは何かありますか。 

（「なし」の声あり） 

 特になければ、以上で本日の定例会を閉会いたします。 

 


